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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

第２四半期
連結累計期間

第34期
第２四半期
連結累計期間

第33期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （千円） 5,246,903 5,311,458 10,415,465

経常利益又は経常損失（△） （千円） 210,644 △58,217 132,762

四半期（当期）純利益

又は四半期純損失（△）
（千円） 125,673 △70,766 77,909

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 125,669 △71,024 77,905

純資産額 （千円） 1,444,096 1,315,023 1,396,848

総資産額 （千円） 13,505,212 14,455,170 13,963,670

１株当たり四半期（当期）純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） 10.95 △6.17 6.79

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 10.7 9.1 10.0

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 300,051 127,531 611,379

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △509,987 △664,842 △651,999

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 358,157 177,467 399,302

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 871,660 722,278 1,082,123

 

回次
第33期

第２四半期
連結会計期間

第34期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） 4.50 △5.05

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　第33期第２四半期連結累計期間及び第33期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第34期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

４　前連結会計年度において平成26年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額及び１株当

たり四半期純損失金額を算定しております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社、以下

同じ。）が判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀の金融緩和などを背景に、企業収益

の改善や個人消費の拡大がみられ、景気は緩やかな回復傾向で推移しました。一方、円安による原材料価格の上昇や

消費税増税の影響、中国をはじめとした新興国の成長鈍化等、依然として景気下振れリスクも存在しており、先行き

不透明な状況が続いております。

　介護サービス業界においては、平成26年４月からの消費税増税に伴い、消費税対応分を補填する目的で介護報酬の

報酬改定が行われております。また、昨年、討議された社会保障制度改革国民会議により、社会保障制度改革をすす

めていくには、国民皆保険制度や介護保険制度など病気や要介護状態になった後の制度により「共助」、最低限の生

活保障を行う「公助」、自らの健康は自ら維持するとういう「自助」により成り立つという組み合わせで社会保障を

充実させることが提言されています。

　このような状況のもと当社グループにおきましては、収益面では、主に昨年度、新規に開設した施設において、新

規利用者の獲得と充実したサービスを提供すること等、施設稼働率の向上に努めたことから、前年同四半期と比べ若

干の増収となりました。利益面では、景気の回復傾向に伴い求人費用及び人件費が上昇、また、消費増税に係る控除

対象外消費税の負担増などにより、原価が大きく増加したことから四半期純損失となりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は5,311,458千円（前年同四半期比1.2％増）となり、営業利益は

47,117千円（同84.5％減）、経常損失は58,217千円（前年同四半期は経常利益210,644千円）、四半期純損失は

70,766千円（前年同四半期は四半期純利益125,673千円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①デイサービス事業

　当セグメントにおきましては、営業強化のための様々な施策に取り組んでおりますが、一部の事業所において前

年実績を下回りました。その結果、売上高は1,679,071千円（前年同四半期比0.4％増）、セグメント利益は

187,016千円（同24.4％減）となりました。

②施設サービス事業

　当セグメントにおきましては、昨年度新規開設した施設は、堅調に入居者を獲得しましたが、一部の既存施設に

おいて前年度の入居率を下回りました。その結果、売上高は3,247,690千円（同1.6％増）、セグメント利益は

185,084千円（同48.7％減）となりました。

③在宅サービス事業

　当セグメントにおきましては、利益率の改善のため人員配置や業務手順の見直し等、効率的な運営に取り組むこ

とに注力してまいりましたが、売上高は384,696千円（同2.0％増）、セグメント損失は4,772千円（前年同四半期

はセグメント損失547千円）となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べて

359,844千円減少して722,278千円となりました。また、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローは

次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、獲得した資金は、127,531千円（前年同四半期比57.5％

減）となりました。その主な内訳は、収入要因として、減価償却費229,908千円、支出要因として、売上債権の増

加額100,862千円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は、664,842千円（同30.4％増）となりまし

た。その主な内訳は、支出要因として、有形固定資産の取得による支出591,453千円、敷金及び保証金の差入によ

る支出66,466千円、預り保証金の返還による支出35,560千円、収入要因として、預り保証金の受入による収入

37,328千円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、獲得した資金は、177,467千円（同50.4％減）となりまし

た。その主な内訳は、収入要因として、短期借入れによる収入980,000千円、長期借入れによる収入500,000千円、

支出要因として、短期借入金の返済による支出910,000千円、長期借入金の返済による支出304,785千円でありま

す。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に変更はありません。

EDINET提出書類

株式会社シダー(E05478)

四半期報告書

 5/20



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
 現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 11,476,000 11,476,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 11,476,000 11,476,000 ─ ─

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残　高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残　高
（千円）

　平成26年７月１

日～平成26年９月30

日

－ 11,476,000 － 432,280 － 308,030
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

高齢社会戦略１号

投資事業有限責任組合
東京都千代田区平河町２－16－15 3,901 34.00

山　崎　嘉　忠 福岡県北九州市小倉南区 2,915 25.40

有限会社タチバナ 福岡県古賀市青柳町362－１ 1,019 8.87

座 小 田 孝 安 福岡県北九州市若松区 574 5.00

シダー取引先持株会 福岡県北九州市小倉北区大畠１－７－19 533 4.64

株式会社ビジネストラスト 東京都港区赤坂２－14－27 349 3.04

シダー従業員持株会 福岡県北九州市小倉北区大畠１－７－19 225 1.96

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木泉１－６－１ 167 1.45

大　中　佳　文 福岡県福岡市東区 80 0.69

大　野　繁　樹 福岡県宗像市 71 0.62

計 － 9,837 85.72

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）  普通株式11,475,300 114,753 －

単元未満株式  普通株式 　　　700 － －

発行済株式総数 11,476,000 － －

総株主の議決権 － 114,753 －

（注）「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式86株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,082,123 722,278

売掛金 1,655,152 1,756,014

その他 182,004 181,009

貸倒引当金 △721 △725

流動資産合計 2,918,558 2,658,577

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,112,463 3,542,330

土地 1,745,801 1,779,884

リース資産（純額） 3,568,859 3,800,573

その他（純額） 217,188 177,770

有形固定資産合計 8,644,313 9,300,558

無形固定資産 109,549 94,078

投資その他の資産   

敷金及び保証金 1,901,015 1,948,234

その他 392,378 455,916

貸倒引当金 △2,144 △2,195

投資その他の資産合計 2,291,249 2,401,955

固定資産合計 11,045,112 11,796,593

資産合計 13,963,670 14,455,170
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 175,924 182,321

短期借入金 1,970,000 2,040,000

1年内返済予定の長期借入金 605,335 593,216

未払法人税等 67,550 24,650

賞与引当金 187,767 196,250

その他 675,968 710,508

流動負債合計 3,682,545 3,746,946

固定負債   

長期借入金 3,942,264 4,149,598

リース債務 3,936,843 4,265,662

退職給付に係る負債 302,073 266,624

その他 703,095 711,315

固定負債合計 8,884,276 9,393,200

負債合計 12,566,822 13,140,146

純資産の部   

株主資本   

資本金 432,280 432,280

資本剰余金 308,030 308,030

利益剰余金 656,038 574,471

自己株式 △16 △16

株主資本合計 1,396,332 1,314,765

その他の包括利益累計額   

退職給付に係る調整累計額 516 258

その他の包括利益累計額合計 516 258

純資産合計 1,396,848 1,315,023

負債純資産合計 13,963,670 14,455,170
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 5,246,903 5,311,458

売上原価 4,607,477 4,909,878

売上総利益 639,425 401,579

販売費及び一般管理費 ※ 335,087 ※ 354,462

営業利益 304,337 47,117

営業外収益   

受取利息 5,274 5,140

助成金収入 5,334 4,123

雑収入 13,560 10,646

営業外収益合計 24,169 19,910

営業外費用   

支払利息 116,365 122,882

雑損失 1,496 2,363

営業外費用合計 117,862 125,245

経常利益又は経常損失（△） 210,644 △58,217

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
210,644 △58,217

法人税、住民税及び事業税 90,958 11,723

法人税等調整額 △5,987 825

法人税等合計 84,971 12,549

少数株主損益調整前四半期純利益又は

少数株主損益調整前四半期純損失（△）
125,673 △70,766

四半期純利益又は四半期純損失（△） 125,673 △70,766
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は

少数株主損益調整前四半期純損失（△）
125,673 △70,766

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △3 －

退職給付に係る調整額 － △258

その他の包括利益合計 △3 △258

四半期包括利益 125,669 △71,024

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 125,669 △71,024
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
210,644 △58,217

減価償却費 213,447 229,908

貸倒引当金の増減額（△は減少） △27 54

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,847 8,483

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,022 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 18,433

受取利息 △5,274 △5,140

支払利息 116,365 122,882

売上債権の増減額（△は増加） △92,166 △100,862

仕入債務の増減額（△は減少） 22,155 6,396

その他 △44,149 82,367

小計 430,170 304,305

利息の受取額 244 244

利息の支払額 △117,075 △122,949

法人税等の支払額 △13,287 △54,069

営業活動によるキャッシュ・フロー 300,051 127,531

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △461,199 △591,453

無形固定資産の取得による支出 △33,267 △9,220

敷金及び保証金の差入による支出 △17,393 △66,466

敷金及び保証金の回収による収入 259 557

預り保証金の返還による支出 △27,260 △35,560

預り保証金の受入による収入 28,968 37,328

その他 △94 △28

投資活動によるキャッシュ・フロー △509,987 △664,842

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 815,000 980,000

短期借入金の返済による支出 △935,000 △910,000

長期借入れによる収入 830,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △316,457 △304,785

リース債務の返済による支出 △34,981 △42,106

配当金の支払額 △404 △45,640

財務活動によるキャッシュ・フロー 358,157 177,467

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 148,221 △359,844

現金及び現金同等物の期首残高 723,439 1,082,123

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 871,660 ※ 722,278
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退

職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基

礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期

間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が54,282千円減少し、利益剰余金が

35,104千円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益は1,296千円減少し、経常損失及び

税金等調整前四半期純損失はそれぞれ1,296千円増加しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日

　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

給料手当 93,317千円 89,931千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の範囲と現金及び預金勘定は一致しております。

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

配当金支払額

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

配当金支払額

 

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 45,903 4  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 デイサービス事業 施設サービス事業 在宅サービス事業 合計

売上高     

外部顧客への売上高 1,672,949 3,196,668 377,284 5,246,903

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － －

計 1,672,949 3,196,668 377,284 5,246,903

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
247,451 360,823 △547 607,726

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

利益 金額（千円）

報告セグメント計 607,726

全社費用（注） △303,388

四半期連結損益計算書の営業利益 304,337
 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 デイサービス事業 施設サービス事業 在宅サービス事業 合計

売上高     

外部顧客への売上高 1,679,071 3,247,690 384,696 5,311,458

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － －

計 1,679,071 3,247,690 384,696 5,311,458

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
187,016 185,084 △4,772 367,329

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

利益 金額（千円）

報告セグメント計 367,329

全社費用（注） △320,212

四半期連結損益計算書の営業利益 47,117
 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
10円95銭 △6円17銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（千円）
125,673 △70,766

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額

又は四半期純損失金額（△）（千円）
125,673 △70,766

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,475 11,475

 

（注）１　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２　前連結会計年度において平成26年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っており

ます。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額を算定しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月10日

株式会社シダー

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 竹之内　髙司　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 城戸　昭博　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シ

ダーの平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２６年７月１

日から平成２６年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２６年４月１日から平成２６年９月３０日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四

半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シダー及び連結子会社の平成２６年９月３０日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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